
「クマと遭わない」ために

・鈴、笛、ラジオなどを鳴らす。

・早朝、夕方、霧など視界の悪いときは、行動を控える。

・柿の木などの周辺での作業は、日中に複数人でおこなう。

「クマをひきよせない」ために

・人家のまわりに生ゴミをすてない。お墓の供物は持ち帰る。

・ハチの巣を放置しない。

クマに遭ってしまったら

・騒がず、走らず、ゆっくり後退する。子グマでも近づかない。

・攻撃が避けられないときは、地面に伏せ、両手で首の後ろをガード

クマの出没情報を随時配信しています。

最新の情報で、自分の身を守りましょう。

―――――――――勝山市・勝山市鳥獣害対策協議会―――――――――

柿の木を見たら

クマに

●柿の実は、早期に収穫しましょう

※今年も市役所で柿の実の回収を行います。詳しくは裏面をご覧ください。

柿以外にもギンナン、クリ、クルミ、生ゴミなどにも注意しましょう。

●収穫予定のない柿の木は、伐採しましょう
※柿の木の伐採には市補助事業があります。詳しくは裏面をご覧ください。

●勝山市緊急メールサービスに登録しましょう

登録用ＱＲコードを読み取ってから

空メールを送信してください

令和２年の９～１１月は、柿の実を求めて、クマが市内に大量

出没しました。

柿の実を放置すると、クマが出没し、人身事故につながる恐れ

があります。


